
 

 

 

京都府協会 

府内 5つの福祉団体に『資金助成』しました 

京都府協会（会長：岡崎誠 第一生命京都支社長）は、３月１２日、昨年に引き続き、

府内 5つの福祉団体に各 20万円・合計 100 万円の資金助成をしました。 

団体名（順不同） 主な活用内容 

公益財団法人 京都新聞社会福祉事業団 福祉全般への支援 

公益財団法人 関西盲導犬協会 視覚障がい者支援 

社会福祉法人 花ノ木 障がい者支援 

特定非営利活動法人 京都ほっとはあとセンター 障がい者支援 

社会福祉法人 京都府社会福祉協議会 こどもの居場所づくり 

今年度の助成は、1978年度より 4８年間継続して取組んでいる会員会社 22社の 

従業員から寄せられた「福祉募金」に弊会の拠出金を合わせて財源とし、実施したもの

です。 

京都府社会福祉協議会の足立常務理事をはじめ、寄贈先の各団体代表者の皆様より

「運営資金が厳しい中、利用者のために有効活用が出来、大変ありがたい」との感謝の

お言葉をいただきました。 

京都府協会では、今後も会員各社が協力し合い、持続的な福祉募金活動を通じて、地域

の福祉向上に貢献していきます。 

府内各福祉団体の皆様 

   

２列目右端は岡崎会長 

（生保協会京都府協会） 


